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社会福祉法人島田福祉会大森駅前保育園 2024 年度事業計画
1．前年度の目標に対する成果と足りなかったこと

①｢主体的に行動する子ども｣の育ちに関わる「人的環境」である意識を明確に持ち、前年度の目標で

あった「主体的に学び･積極的に業務に取り組む」意識の伸長に関して、各人が運営の各部分につ

いて実践と振り返りを繰り返し、園内研修等を通じて運営に反映させます。

保育園職員として、「自分の意思を前面に出すこと」が主体性なのではなく、「運営の流れの中で

自身はどう行動すべきか」を判断し、必要であれば運営に提案を行うという姿勢が「主体的な勤

務」であるということに理解を深め、子どもたちが「社会規範の中で自立・自律した大人」の姿

をイメージしていけるよう、｢互いの意思を尊重しつつ、よりよい運営の中で子どもの育ちを見

守る｣姿勢を明確に保ちます。

②社会状況の変化で、保育活動を充実させることが可能になることと、3 年に亘って活動を縮小され
た生活の中で育ってきた子どもたちを、「現時点から育てていく」視点が必要であることの双方を

念頭に置き、コロナ前とコロナ禍での、新しい運営の形を固めます。

｢コロナ禍しか知らない｣子どもたちの｢今｣を受け入れ、活動の再開時に必要な心身の状況確認を

常に行い、実態に合わせた導入・実践・振り返りを行いながら子どもの育ちと社会の実情とのバ

ランスを取り、そこから導き出される方向性を園運営に反映させます。

③社会活動の活発化で行政からの各分野に関わる指示や要請が増加することが予測されるので、「行

政との情報連携を徹底し、理解した上で職員が情報共有する」という形を意識して各種変更や新規

の提案に取り組みます。

社会全体の雰囲気の中で漠然としたイメージを持って勤務に臨むことなく、「現行の明示されて

いる基準は何か」「根拠はどこにあるか」を常に職員や保護者に周知し、「職員全体への周知・指

示がなければ独断で動かない」ことを徹底するために、会議や MT の場での情報共有を一層徹底
します。

成
果

・園内研修のテーマを「正しい省力化」とし、従来の書類やシステムに統合或いは合理化できるところはあるか、より効果的な書式

になるかなどに関して職員相互に話し合い、自分のこととして考える意欲の伸長を促した。

次
年
度
へ
の
課
題

・「省力化」は記録をやめることではなく、必要な記録をいかに合理化するかであるということへの理解が十分でない職員もある。

・次年度に向けての改善点を整理し、改定した書式の検証とさらなる効率化に継続して取り組む

成
果

・コロナ禍で中止していた園外交流会、敬老集会などの行事を、次年度に向けての試行を兼ねて規模を縮小した形で再開することが

できた。

・保護者や職員への説明に際しては、縮小の理由として「子どもの前年度までの経験の少なさ」をあげ、園の姿勢とクラスの方針を

明確にして理解を求めた。

次
年
度
へ
の
課
題

・「まだコロナ対策をしている」のではなく、コロナ禍で学んだ感染症への取り組みを生かし、乳幼児施設として今後も必要な対策

は継続していくことを、職員/保護者に明確に伝えて理解を求める。

・再開を求められる行事等に関しては、必要な導入のプロセスを提示し、再開にどのようなステップが必要かに対する認識を家庭と

共有する。

成
果

・毎月の職員会、リーダー会では、職員の採用や時間変更等の運営情報から、行政による最新の指導内容までを常に全職員に提示

し、不確かな情報からの思い込みによる不信感を亡くすよう心がけた。

・行政側には常に今後の見通しについて定期的な確認を行った。

・有期雇用職員に対する情報提供の必要性を常用職員が自ら気づき、具体的な対応を講じることができた。

次
年
度
へ
の
課
題

・改定を続けてきた書式を活用しての各種会議の場での情報共有を更に進める。

・年度後半から進めてきた有期雇用職員との連携の強化、意識の伸長を更に進める。
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④「運営を向上させる要素の 1 つは各々の意識」であることを理解し、前年度の園内研修で得られた
「実践の振り返りと向上への提案」の流れについて具体的なイメージを持てるよう、実践から次

回の向上にに向けて具体的な対策を全体で検討します。

前年度の研修内容であった｢実践を振り返りさらなる向上への提案を行う」流れを常に意識し、

その発展として、｢今行っている業務は、他の業務とどう関連しているか｣を各人が意識し、複数

の業務を体系化することでの効率化を図り、併せて自身の業務の園全体の業務の流れの中での位

置づけを明確に理解できるよう全職種での協議を進めます。

⑤利用者アンケートを継続的に行い、結果を運営改善に役立てます(毎年)。

2 0 2 3 年度も実情に応じた形式でアンケートを行います。また、連絡帳をはじめとする日常的なコ
ミュニケーションを重視し、利用者との信頼関係の構築に努めます。アンケート結果はすべて職

員･保護者に公表し、相互理解による改善を進めます。

⑥社会全体の基準の緩和の状況に合わせて、地域の子育て支援活動との感染症対策との両立を図り、

前年度より再開した外部機関での活動を継続すると共に、園内行事再開に関しては、園内への外部

者の立入に関しての法人ルールに沿った内容での再構築を行います。

再開した外部での地域活動(出前保育)に積極的に取り組み、園内での活動に関しては、法人内の

基準の中で開催可能な形を整えること、当該行事の経験がない子ども立ちへの導入を適切に行う

ことを基本として再開を目指します。

⑦法人中期計画(前半)に沿って行ってきた園の運営を振り返り、法人の後半の計画立案のために前半

の計画下での各種実践の成果や課題を整理すると共に、長期計画を踏まえての後半の計画に対して、

調整を求める部分等への提案を行うため、職員や利用者への説明を十分に行います。

コロナ禍での運営が続き、長期計画のスタート時とは法人の置かれている状況は大きく変わりま

した。計画立案時の目標で達成できなかったものも多くあり、今後実現できるかの見通しも明確

でないという現状を理解し、利用者や職員の意向を把握しながら、現時点で立案及び達成が困難

でないと思われる内容を整理して、第三次長期計画に向けての修正提案を積極的に行います。

成
果

・昨年度の園内研修の実践を踏まえ、行事ごとに常に「振り返りと次回への向上ポイント」を見つけることを継続した。職員によっ

ては習慣化し、視点が定まってきている。

次
年
度
へ
の
課
題

・今後も運営当事者としての自覚を持てるよう、課題解決を全員で協議し、結果を共有する。

・次年度運営への問題提起や提案を多く取り入れたので、その効果を検証し、翌年度の運営向上のための材料とする。

成
果

・例年通り連絡帳や聞き取りを通して、保護者の意見を聞き取る機会を設けた。

・運営委員会を開催し、保護者との意見交換を行った。また、規約改定を行い、より保護者の意思を尊重する形にした。

次
年
度
へ
の
課
題

・2024年度は第三者評価受審年度にあたるため、今までの情報交換に問題がなかったかを確認することも受審ポイントの一つと位置

づける。

成
果

・8月の移動水族館には地域の子育て家庭を招待した。参加者はなかったが、地域活動再開となった。施設内見学を通しての入園希望

者への情報提供は継続して実施。

・昨年度再開した出前保育を2施設に対して継続し、前年度の予定通り同地区の法人内他園と連携を取り、職員に負担がかかりすぎな

いよう配慮した。

次
年
度
へ
の
課
題

・今後も再開できるものは規模を縮小した形での再開からはじめ、利用者、地域双方からの理解の上に実施する。

・今年度の実践を踏まえて次年度どこまで再開するかを検討する。
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ｂ 計画の進捗状況

事業計画で、「感染症拡大防止対策のため、「計画通りには行かない」ことが当たり前となりつつあ

る意識を引き締め、前 2 年の「職員全員に目標を周知し、状況の変化の中で『目標達成のために、
今何をすべきか』を、職員会の中で 2 ヶ月に 1 回程度確認し、その期間に得られた成果と、次に実
施できそうなな内容とを確認して進めていく」としていた部分は、順調に進められている。また、

課題を確認し、その解決のための協議･決定の流れを職員が把握できるよう明示する事にも取り組

んできたので、2024 年度には職員の主体的な運営への意識の伸長につながるような働きかけを行う。

2．ａ法人の事業計画を受けての今年度の重点目標

①｢子どもの主体性｣に対して、「社会の一員としての自覚の中で自主性を育てる」という明確な意識

を持ち、その実現のための対応を職員間で話し合い、認識を共通のものにします。

子どもの主体性の育ちのためには、｢子どもの自由意思に任せる｣ことではなく、｢意思を尊重し

つつ育てていく｣ことが必要という法人の基本方針をを踏まえ、そのための計画立案･環境整備に

あたっての園としての｢主体性」を発揮できるよう、協議の場や学習機会を多く取り、各人の意

識の伸長に努めます。

②｢アフターコロナ｣の運営を本格化させるため、前年度整理した新しい運営の形をベースに、子ども

の現状を踏まえての新しい視点での保育や、従来から変更したことによって生まれた課題の克服に

取り組みます。

前年度の取り組みによってある程度固まってきた運営の中で、コロナ禍で学んだ感染症対策の日

常化や、子どもの手洗い習慣など、継続して取り入れる内容を確定させます。また、前年度取り

組んできた新しい運営の基本作りを振り返り、問題点を洗い出してさらなる向上を目指します。

③短期間で変わる行政からの情報連携を徹底し、運営に関わる方針の変更に関しては、職員間の情報

共有を密に行います。

行政の方針を正しく理解するために、常に行政への質問･確認を行い、その結果を職員全体が共

有します。また、それを踏まえて法人が方針を決定しているということを理解し、判断の根拠を

常に職員に提示し、会議や MT の場での情報共有を一層徹底します。また、有期雇用職員との情
報連携の強化にも引き続き取り組みます。

④前年度の園内研修の学びを踏まえて、業務の正しい効率化に取り組むために書式の改定の効果を実

感し、互いの業務の効率化が互いの業務の負担感の軽減につながるということを各自が自覚できる

よう、適切な評価を行います。

前年度の園内研修で書類の整理と効率化に取り組み、自分たちが記録する目的、つまり「情報を

共有するために記録する」ことの大切さを実感することができました。今年度は改定した新書式

を活用し、｢自分の情報伝達スキルが上がれば園全体が効率的に作業が進められる｣ことを実感で

きるよう、各人に応じた情報発信の機会を割り当て、達成感の育成に配慮します。

⑤第三者評価を受審し、利用者の意向をくみ取ると共に、運営を振り返るヒントとして日常運営の向

上につなげます。

成
果

・感染症拡大防止対策の緩和により、園の運営や計画に中止していた内容の一部を取り入れることができた。

・｢従前に戻す意義があること」｢再構築の機会とするべきこと｣を精査して、昨年度からの修正を行った計画に沿った運営の中

で、更に活動内容を広げることができた。

次
年
度
へ
の
課
題

・今年度での結論を保留し、更に次年度へ繰り越された課題を検討し、法人全体としての優先度や行政の姿勢などを勘案して長

期計画への提案を行う。
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第三者評価の受審年にあたるため、前回から改善を図れていること、維持できていることを整理

し、利用者の意向をも踏まえてさらなる運営向上につなげます。併せて日常的なコミュニケーシ

ョンを重視し、利用者との信頼関係の構築に努めます。アンケート結果はすべて職員･保護者に

公表し、相互理解による改善を進めます。

⑥前年度までに再開した地域活動については、より一層の充実を目指します。また、再開には課題が

多いと判断した活動に関しては、再開できる条件を整理して翌年度の計画に反映します。

再開した出前保育に関しては、職員体制と勘案して訪問先と回数を整理し、一層の充実を目指し

ます。また、再開に関する課題が多い、園内でのお話し会の地域参加に関しては、出前保育から

の発展として、乳児対象と限定することでの開催の可能性を検討していきます。

⑦ 2 0 2 4 年度からの第二次中期計画は、自らの勤務姿勢の土台となるものという自覚を職員全体が持
ち、具体的な運営に展開できるよう周知及び説明の機会を多く取り、共通理解の上で計画に沿った

運営を心がけます。

法人の中長期計画に対して、「自分とは関係ないところにある何か」ではなく、園の運営計画の

根本にあるものということを各職員が自覚できるよう、内容の説明や現実の運営との関わりにつ

いて年間を通して理解と学習を進めます。

ｂ 目標をどのようにして達成するのか。(年間計画)

「計画通りには行かない」ことが当たり前という認識を改め、コロナ前の「計画は運営のための仕

様書である」という意識を明確にする。会議の度に進捗を確認する項目を提示し、達成度の確認を

必ず行うことで常に目標の内容を意識するよう努める。
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3．施設運営
(1)児童の処遇
ア クラス編成(表の通り)

イ 月別保育予定日数

ウ 健康管理

エ 保育

〔各クラスの保育目標〕指導計画と一致させること。各分野の目標を全部具体的に書くこと。

クラス名 年齢 保育士数 園児数 備考(他の保育士、職名、職員数記入)

ふたば 0歳 2+1 ６ 副主任・フリー保育士は、公休代

替や補助にあたる。

＋の後の人数は有期雇用保育士

(すべて有資格者)

わかば 1歳 2 ８

つぼみ 2歳
2＋1

８

たんぽぽ 3歳 ８

ひまわりＢ 4歳
1+2

８

ひまわりＡ 5歳 ８

フリー 4(主任含む)+5

合計 11＋9 ４６

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 備考

２５ ２４ ２５ ２６ ２６ ２３

２９２10月 11月 12月 1月 2月 3月

２６ ２４ ２３ ２３ ２２ ２５

項目 対象 回数 実施月 項目 対象 回数 実施月

健康診断

0歳児 週1回
身体計測

0歳児 週1回

1歳児 月1回 全園児 月1回

全園児 年2回 5月・10月 蟯虫検査
2歳児～

5歳児
年1回 5月

歯科検診 全園児 年2回 6月・11月

クラス 年齢 年間目標

ふたば・わかば

共通

・子ども達一人ひとりを受容し、保育者との信頼関係を築いていく。

・個々の成長･発達･要求に合った「あそび」を楽しむ。

・自分でしようとする気持ちの芽生えを大切にしながら、保育者の援助を通して基本的な生活習慣が身につくようにする。

ふたば 0歳児

・安全で清潔な環境の中で、生理的欲求を満たし、心地よく過ごす。

・受容的、応答的な関わりを通して、大人との信頼関係の基盤を築き、安定した情緒で過ごす。

・一人一人の発達に応じた援助のもと、離乳の完了や歩行の完成を促し、健康な心と体を育てる。

・保育者との愛着関係を深め、心地よい気持ちのやりとりを重ねながら、身近な人と共に過ごす喜びを感じる。

・身近なものへの興味関心を広げ、探索活動を楽しみ、豊かな感性をはぐくむ。

わかば 1歳児

・安定した生活リズムで過ごし、身の回りのことなどに興味を持ち、自分で取り組む気持ちを育てる。

・季節や自然に触れながら、さまざまなものに対する興味や好奇心を広げる。

・保育者との信頼関係を基に、友達との関わりや心地よい気持ちのやりとりを楽しむ。

・歌や音楽に親しみ、身体を動かすことや自由に表現する楽しさを味わう。

・自我の芽生えを見守り、したいことやしてほしいことを自分なりに表現する。

・全身運動や指先の機能の発達を促し、心身共に健康な身体づくりをする。

・手洗い指導を受け、石けんをつける、洗う、流すなどの一連の流れを覚え、清潔にする気持ちよさを味わいながら、少しずつ自分でし

　ようとする
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〔主な行事予定〕

オ 栄養管理

つぼみ 2歳児

(養護)

・一人一人の健康状態や発達を把握し、適切な援助をしながら、健康に園生活を過ごせるようにする。

・さまざまな自己主張を受け止め、自我の発達を育みながら、一人一人が安心して園生活を送り、十分に自己を発揮できるようにする。

(教育)

・保育者との安定した関わりの中で、身の回りのことに興味を持って取り組み、基本的な生活習慣を身につける。

・安心できる保育者との関わりや環境の中で、思いや興味のあることを自分なりに言葉で伝えたり表現したりする。

・園生活のさまざまな体験を通して、人や物への関心を広がる。

たんぽぽ 3歳児

(養護)

・適度な運動と休息をとりながら生活リズムを整え、清潔で安全な環境の中で意欲的に生活できるようにする。

・保育者との信頼関係を基盤に、自分の気持ちを安心して表し、自分を肯定する気持ちが育まれるようにする。

(教育)

・基本的な生活習慣が分かり、身の回りのことを自分で行おうとする。

・遊びや生活の中で他者の存在や思いに気づき、共に過ごすことの楽しさを感じたり、関係を深めたりする。

・身近な環境に自分から関わり、自然とふれあったり、さまざまな事象に興味や関心を持ったりする。

ひまわりＢ 4歳児

・生活に見通しを持ち、さまざまな活動を進めていく中で、基本的な生活習慣や態度を身につける。

・同年齢や異年齢児との関わりの中で、相手の話を聞いたり、気持ちや表情を感じ取ったりしながらさまざまな考えに触れる。

・他者との会話を通して、自分の考えを言葉で伝え合い、それぞれが「考える」経験を十分に行い、言葉の感性を豊かにする。

・身近な環境に好奇心や探究心を持って関わり、物の性質や特性への関心を高める。

・さまざまなあそびや体験を通して、表現する楽しさや豊かな表現力や想像力を培う。

ひまわりＡ 5歳児

・健康で安全な生活を送る習慣と態度を身につけ、主体的に活動する。

・友だちや異年齢児との関わりの中で、思いやる気持ちを育て、互いの思いを認め合いながら集団での活動を楽しむ。

・身近な自然や事象への興味や関心を深め、知的好奇心や探究心を満たす。

・生活の中で必要な言葉を身につけ、自分の気持ちを表現すると共に、伝わる喜びや伝え合う心地よさを味わう。

・さまざまな体験を通して、表現する過程を楽しみながら、豊かな感性や想像力を育む。

・集団活動の中で、達成感や充実感を味わいながら自信を持ち、修学への期待につなげる。

給食

・「おなかがすくリズムを持てる子ども」｢食べたいもの、好きなものが増えていく子ども」｢一緒に食べたい人がいる子ども」｢食事作

　り、準備に関わる子ども」｢食べものを話題にする子ども｣の育ちのために保育と連携する。

・各年齢の年間指導計画の内容に沿って、食育などを進めていく。

保健 ・健康で安全な生活をしていくための習慣を身につけられるように働きかけていく。

集団給食施設栄養報 年２回

献立作成上の留意点 島田保育園の栄養士による献立を基本に、園独自のの行事食やクッキング保育を取り

入れていく。

給食供給者としての

諸管理

職員:衛生管理点検表による毎日のチェック・月の腸内細菌検査。

食材管理：保管に配慮すると同時に、常に品質を確認し、業者との連携を密にする。

4月
進級児健康診断

新入園児保護者会・0.1歳児クラス交流会
10月 運動会、健康診断、秋の遠足、保育所運営委員会

5月
子どもの日集会、ぎょう虫検査(2歳以上児)

2歳～5歳児クラス交流会
11月 歯科検診、参観・面談週間(1歳以上児)、七五三の日

6月
健康集会、歯科検診

保育参観・面談(0歳児)
12月

おみせやさんごっこ、ｸﾘｽﾏｽ会、

2～5歳児保護者会（保育所運営委員会）

7月
七夕集会、夏のお楽しみ会

保育所運営委員会
1月 お正月集会、0.1歳児保護者会

8月 2月 節分集会、発表会(2歳～5歳児クラス)

9月 引取訓練、敬老集会 3月
お別れ遠足、お別れ会、卒園式、

新入園児オリエンテーション
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カ 安全管理

キ 食育計画

下記の目標を踏まえ、クラスの現状に即して詳細を立案する。

年 目標

0

歳

児

【健】食べ物に興味を持ち、好き嫌いなく、しっかり嚙んで完食できるようになる。

【人】安定した人間関係の中、楽しく食事ができる。

【命】お腹が空き、進んでミルクや離乳食を喜んで摂る。

【文】食事の前後には挨拶があるということを知る。

【料】いろいろな食べ物を見る、触る、嚙んで味わうなどの経験を通して自分で進んで食べようとする。

1

歳

児

【健】好き嫌いせずに何でも食べ、自ら意欲的に食事ができる。

【人】様々な人と楽しく食事ができる。　

【文】挨拶や手洗いなどを進んで行い、食事の準備中や食後など、静かに待てるようになる。

【命】調理の工程を見ることで、食材に興味をもつ。

【料】旬の野菜や魚などの美味しさを知る。

2

歳

児

【健】自分が苦手なものも進んで食べ、自分の体や健康に興味をもてるようになる。

【人】保育者を仲立ちとして友だちと共に食事を進め、一緒に食べる楽しさを味わう。

【文】食生活に必要な基本的な習慣や態度に関心を持つ。

【命】挨拶や手洗いなどを進んで行い、作ってくれた人への感謝の気持ちをもつ。

【料】バランスよく食べる大切さを知る。

3

歳

児

【健】多くの種類の食べ物や料理を味わう。　

【人】自分で食事ができること、身近な人と一緒に食べる楽しさを味わう。　

【文】食事を楽しみながら、マナーを身につける。

【命】栽培、飼育、食事などを通して、身近な存在に親しみを持ち全ての命を大切にする心を養う。

【料】身近な食材を使って、調理を楽しむ。

4

歳

児

【健】自分の体に必要な食品の種類や働きを知る。　　　　　

【人】様々な人との食事や対話を通して、愛情や信頼感を持つ。　

【文】行事に関心を持って関わり、食材に親しみを持つ。　　

【命】野菜の栽培を通し、生育の様子を知る。

【料】食材に触れたり、調理することで関心を持つ。

5

歳

児

【健】健康や安全など、食生活に必要な基本的な習慣や態度を身につける。　　

【人】食事を通じて、感謝の気持ちを育む。　

【文】季節の料理や郷土料理を味わい、郷土への関心を持つ。

【命】身近な自然に関わり、世話をしたりする中で、料理との関係を考え、食材に対する感覚を豊かにする。

【料】食事にふさわしい場を考え、ゆとりある落ち着いた食事をする。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

●個々のアレルギーの状況を指示書・検査結果表をもとに把握し、それに応じた代替食を提供する。

●家庭と連携をし、徐々に食べられる食品があれば、家庭での状況に準じて無理なく普通食へ移行できるよう援助していく。

●アレルギーの有無に関わらず、家庭で初めて口にする食材のときは、1品ずつ様子をよく見て進めるよう声掛けをしていく。ま

た、離乳食の進み具合に合わせ、アレルギーチェックを行ってもらう。

交通安全教育 職員による交通安全教室（実施時期未定）

非常災害時の避難訓練 月1回以上実施

引き渡し訓練の実施 9月の公立学校始業式の日に予定

安全点検 月1回の避難訓練日に実施

安全計画 従来の実践を踏まえ、総合的な計画策定に取り組む
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（2）職員の処遇
ア 職員構成 イ 健康管理

ウ 各種会議

エ 研修計画

1．園内･法人内研修、個別研修(外部含む)、OJT の詳細

〔園内全体研修〕

・｢情報発信力を高める｣(詳細後日)
・遊具製作(各クラスに分かれて前期に共同制作、後期に使用のされ方を踏まえての報告)

・リトミック園内研修 (2 名ひと組で毎月交代で担当する)

〔法人内研修〕

・初年度職員のみ :新人研修・上級救命講習(保育士・看護師)
・年 2 回、法人合同出取り組む研修及び分科会への参加と、事前・事後の園内学習。
・年 3 回の法人リトミック研修への参加(主催・他園に参加)。
・上記法人主催の研修以外の外部研修に対する、個人の研修計画に沿った参加を促す。

〔個別研修･外部研修〕※研修内容の実践報告を義務づける。

〔OJT〕
・法人研修主任からの指導を受け、自己評価を行う。

・計画提出時の指導、反省点からの助言。

・日常の中で全体的に指導が必要と考えられる事項をまとめ、職員会で一斉指導。

職種 人数 職種 人数

園長 １ 栄養士 1

主任 １ 調理員 3

副主任 １ 事務・用務員 1

保育士(常用） 9 嘱託医 2

保育士(有期雇用) 9 調理・保育等補助 2

看護師 1 外部講師 2

項目 対象・概要 回数

職員健康診断 35歳未満の職員全員　

年1回生活習慣病健診 35歳以上の職員全員

乳がん･子宮頸がん検診 対象年の職員で希望する者

腸内細菌検査 調乳・調理担当者全員 月1回

会議名 回数 会議名 回数 会議名 回数

法人経営会議･園長MT 月1回 法人主任ＭＴ 年4回 ロングミーティング 月1回

法人内年齢別保育士MT 年3回 職員会議 月1回 リスクマネージメント委員会 月1回

看護師･事務法人内MT 月1回程度 指導職会議 週1回 クラスミーティング 週1回

法人内調理MT 隔月1回 リーダー会議 月1回

種別 要件 費用負担等 備考

承認

研修

本人の希望と園の承認によ

る研修

外部研修費は職員１人年度25,000円迄園が負

担。交通費、食事代の全額を園が負担。 研修が時間外・休日に当た

る場合研修手当支給。指名

研修

園として必要な研修に個人

を指名して参加させる研修

研修費、交通費、食事代の全額を園が負担。

自主

研修

各人が希望し、各人の費用

負担で受ける研修
支給対象外　
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2．キャリアアップ研修対象者の進捗状況と予定

※(マネジメント)は原則副主任のみ対象のため、現在副主任職以外の職員は受講科目として計算

しない。○は今年度受講予定、△は可能であれば受講。

オ 福利厚生

・福祉医療機構退職共済制度加入

・大田区勤労者共済加入

・自転車保険加入促進、補助(希望者のみ)

・職員医療保険加入(希望者のみ)

・職員共済会よつば会(常勤職員加入)

カ 業務目標、業績評価システム、スケジュール等の概略

下記の通り。それぞれの申告日までにシート類の記入を済ませておく。

当初申告 4月8日

ヒアリング 4/8～18

中間申告 ９月中旬

ヒアリング 9/25～10/8

最終申告 １月下旬

ヒアリング 1/27～2/4

受講対象者 乳児保育 幼児教育 障害児保育 食育･アレルギー 保健衛生･安全対策 保護者支援 マネジメント

Ａ 受講済 受講済 △ 受講済 受講済

Ｂ 受講済 受講済 受講済 受講済 (受講済)

Ｃ 受講済 受講済 受講済 受講済 (受講済)

Ｄ 受講済 ○ 受講済 △ 受講済

Ｅ ○ △

Ｆ 受講済

Ｇ 受講済

Ｈ 受講済
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4．施設管理
（1）事務関係

ア 会計事務・管理事務

イ 児童処遇事務（保育、給食、健康管理）

ウ 備え付け帳票類責任・担当者

園規則付属の別表の通り。

→以上の分担により効率的に業務を行い、互いに連絡を密にして円滑な園運営を目指す。

（2）設備関係
ア 園舎・固定施設・園庭の点検(安全点検の項目に入れる。副主任を責任者とする)

月 1 回、避難訓練日に実施。園庭は年 2 回の消毒を専門業者（カワイ薬業）に依頼。
イ 要修理箇所の洗い出し、計画的修繕

→年１回の全館清掃・2 階フロア床材張り替えを予定

（3）備品関係 （特に 1 点 10 万円以上の物品・工事は、年度当初から可能な限り予定を立てる）
ア 備品購入予定

→継続的な感染症対策として、前年度実施できなかった階段窓の改造を計画。また、前年

度に引き続き、経年劣化による買換・修理が増加することを想定した予算配分を行う。

イ 保育用品購入予定

絵本：新刊を中心に月毎に購入：年間 100,000 円程度
ウ 給食用品購入予定 （メンテナンス業者の報告結果による）

エ 固定資産物品購入予定

→新規の予定はないが、現状の設備の劣化の度合いで買換を検討

（4）災害対策
ア 避難訓練

月 1 回
イ 防災設備の点検委託

右表の通り

ウ 非常食糧*の備蓄
（全児童数＋全職員数）

× 3 食×２日分
*飲料水、ビスケット、非常用
ミルク（ほ乳瓶・加熱機能

付き）、雑炊 非常用トイレ 300 回分
エ 防犯対策 不審者訓練(年 1 回以上：警察立ち会い)、防犯設備の点検・改善
オ その他の取り組み

｢現実的な態勢へ｣をテーマに、現状行われている対応を再度確認し、園児の現状にあわな

くなっている部分を切り換える。

5．地域社会との連携(具体的に)
・前年度再開した出前保育を地域活動の中心ととらえ、その主な参加者である乳児を持つ家庭を対

象とした事業の展開を検討し、段階的に実施する。

・活動を再開しつつある地域の各団体に対し、コロナ前に行われていた連携を再度呼びかける。

児童処遇責任者 主任 衛生推進者 看護師

食品衛生責任者 栄養士

点検箇所 実施日 業務委託先

消防設備等点検 年2回(届出1回) セコムテクノサービス

防火対象物検査 年1回 セコムテクノサービス

防火設備定期検査 年1回 セコムテクノサービス

建築設備定期検査 年1回 セコムテクノサービス

学校１１０番設置・点検 年4回 電気通信共済会

エレベーター・ダムウェーダー点検 月１回定期点検 三菱電機ビルテクノ

会計責任者 園長 管理責任者 園長

出納責任者 事務 防火管理者 副主任
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6．子育て支援活動への取り組み

7．全員出勤日の日程・体制等

名称 内容・備考

緊急一時保育 専用パンフレットを児童館等に置いてもらい、地域への周知を図る。

施設見学者にも呼びかける。体験保育・出産前体験

世代間交流
園内行事への招待の再開は当面の間園児の親族の高齢者のみとする。

外部での交流は申し入れがあれば対応する

退所児童との交流 当面の間、多数の学童の出入りは制限する。

小中高生の育児体験受入 中高生の学校・社協の紹介者のみとする

出前保育 山王児童館にて実施

子育て支援講座 当面の間、外部者の一定時間以上の出入りは制限する。再開は行政の

対応を見て随時判断する
育児サークル支援

保育拠点活動支援
年間予定表を常備し、受け入れ可能な日程を即日提示する。

感染症対策に関しては各種教育機関と連携を取る。

育児相談・

パートナー保育登録

ここ数年利用希望がないため、適宜受け入れする体制は維持するが、

今後に向けて事業を再検討する。

月日 午前の予定 11：30～12：00 12：00～13：00 13：00～14：00 14:00～14：30 14:30～15:00 15:30～17:30 17:30～18:00

4/27
新入児家庭保護者会

クラス交流会（ふ・わ）

クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 年間研修 リトミック研修 月別指導事項・クラス間情報交換・園外保育について

5/25
クラス交流会

（つ・た・ひ）

クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 年間研修 リトミック研修

月別指導事項・クラス間情報交換・早遅の環境について

・水遊び予定等詳細確認

6/29 水遊び用品準備
クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 リトミック研修・職員会議 退勤準備･移動等 法人合同研修

解散(希望あればその

会場で打ち合わせ等)

7/27 保育所運営委員会①
クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 リトミック研修 月別指導事項・クラス間情報交換・他未定

8/24 園庭水遊び用品撤去
クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 年間研修 リトミック研修 月別指導事項・クラス間情報交換・他未定

9/26 (地域活動：未定)
クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 年間研修 リトミック研修 月別指導事項・クラス間情報交換

10/12 運動会準備
クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩

運動会最終確認・前期の反省と後期への課題・年間研

修

10/28 保育所運営委員会②
クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 年間研修 リトミック研修 月別指導事項・クラス間情報交換・発表会実施計画・経理説明会

11/30
リトミック研修　他未

定

クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 月別指導事項、クラス間情報交換 退勤準備･移動等 法人分科会

解散(希望あればその

会場で打ち合わせ等)

12/21
(保育所運営委員会③)

保護者会（つ・た・ひ）

クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 年間研修 リトミック研修 月別指導事項・クラス間情報交換・職員アンケート結果

1/18 保護者会（ふ・わ）
クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩 年間研修 リトミック研修

月別指導事項・研修発表事前チェック・次年度体制内示・クラス間

情報交換

2/2 法人合同会議 昼食･休憩 新人紹介・発表会打合せ・次年度事業計画討議・園庭会議

3/1
新入園児オリエンテーシ

ョン準備･実施･片付け

クラス清掃・打ち

合わせ
昼食･休憩

次年度方針・年間予定・今年度の反省と次年度への提案(1)

3/22 卒園式 昼食･休憩 今年度の反省と次年度への提案(2) 新年度準備


